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↓陸上競技部ユニフォーム

↑講演する株式会社ジェイ・ブロードの川人氏

↑日本初参加の第５回オリンピック（1912 年、ストックホルム）の開催式。
「NIPPON」のプラカードを持つ金栗。金栗はマラソンに出場したが日射病
のため近くの農家で介抱され、そのまま帰国。その後、1967 年のストック
ホルム五輪開催 55周年記念の式典で、54年と 8カ月 6日 5時間 32分 20
秒 3のタイムでゴールしている。

↑面談ブース

↑会場入り口

　障がい学生の受け入れが進む大学では、出口支援
にも力を入れている。障がい者採用の現状は？入社
後どのような支援があるの？など、当事者とその家
族の不安を解消するために企業や支援団体から話を
聞く就職課主催のイベントが、２月 15 日（土）に
生田サテライトキャンパスで開催され、専大以外か
らも多くの学生、保護者が参加した。
　障がい者の雇用は法定雇用率が年々引き上げられ
有効求人倍率は 6.19 倍と高い。その一方で、内定
率は一般学生より低い傾向にある。こうした状況を
打開するためにも、「自分の障がいを明確に伝える
ことが重要」と『就職ウォーカー』を発行する株式
会社ジェイ・ブロードの川人誠氏。イベントには支
援団体のほか、障がい者雇用に積極的な企業も参加。
採用担当者のほか、実際に働いている障がいのある
方からの話も聞ける内容だった。
　参加した交通事故により高次脳機能障害のある学
生は「会社の概要がよくわかった」。また統合失調
症を患ったことのある学生は「障がいに対し支援が
手厚い企業があることがわかって安心した」と話す。

　昨年のNHK大河ドラマ「いだてん」でも注目さ
れた、伝説のランナー金

かな

栗
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（1891-1983）にス
ポットを当てた展示がスポーツ研究所主催で１月か
ら２月にかけて生田校舎９号館１階で開催された。
　熊本県玉名郡で生まれた金栗は、東京高等師範学
校入学後にマラソン競技を始め、３度のマラソン世
界記録、日本人初にして３度のオリンピック出場な
ど輝かしい実績を残す。さらには日本マラソン界の
発展のため、箱根駅伝の開催に尽力するなどした。
　金栗の出生地である玉名市には専修大学玉名高校
があり、また審判長を務めた第 20 回箱根駅伝大会
では専修大学が優勝を果たすなど、金栗と専大の縁
は深い。
　展示では金栗四三直筆の書や陸上競技部の箱根駅
伝関連の品のほか、図書館所蔵の関連書籍などが並
んだ。

　障がい者の受け入れが進む中、一般学生と同様に
早期化の傾向もある。就職課職員は「早く準備にと
りかかるためにも、就職環境を知るきっかけになれ
ば嬉しい」と語る。

いだてん金栗四三史からみた
オリンピックと箱根駅伝展

障がいのある学生のための
ミニ講演会＆個別説明会・相談会




